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庭園は世界を映す鏡である。名園と言われる庭園はそれぞれ、人がどのような世界
に生きてきたが、何を美と感じてきたかを雄弁|こものがたつている一。日本最古の

作庭理論書として知られる『作庭記』には、中世の人々の作庭技術のみならずその

背後|こ宿る思想・美意識が反映している。そうした者想から企画され、さまざまな
専門分野からの意見を出し合い、議論し、「日本庭園を通した古代・中世的自然観」
の発見を試みた国際日本文イヒ研究センターのンソポジウム「日本庭園と作庭記」の

成果。
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春秋 京大和翠紅館
平安から平成まで 京の雅

木村幸比古 。中根史郎 。中村昌生著/梅原猛序文

京都の老舗料亭京大和がある東山
霊山のふもとは、古くからの聖地
であり、風光明媚な仙郷であつた。

江戸時代には西本願寺の別業であ

り、翠紅館と称された。また、幕
末には尊皇の志士が結集 した「翠
紅館会議」で知られる。その歴史
・庭・建物を、カラーロ絵と解説
で紹介。特に、江戸時代の翠紅館
の姿そのままに大正時代に建てら

れた建物や藪内流の茶室について、

和建築の第一人者である中村昌生

氏が、多数の図面とともに詳述する。

>B5判・80頁 /本体 2,800円 (税別)

棟札の研究
水藤真著
寺院の殿堂や神社などの上棟式 。大修理・屋根替のさいに、建物名・
願主・工匠名 ,上棟年月日などを記して棟木に打ち付けた板を棟札と
いう。本書は、国立歴史民俗博物館が行つた棟札調査報告書をもとに、
定義・概要・書式の考察から棟札の意味・価値など多方面から検討を
加え、研究の整理と方向性を示した一書。
レA5判・230頁 /本体 3,800円 (税別)      ISBN4-7842-1243-4

写しの力 創造と継承のマトリクス
島尾新・彬子女王・亀田和子編
二項対立的に「オリジナル」と「コピー」を促え、模本を原本に劣る
ものとして考えるのではなく、日本美術における模写の伝統をさまざ
まな角度から再検討する試み。【内容】日本文人間における間画像性
と写し/室町水墨画における「写し」/海を渡つた法隆寺壁画/写 しの
文化における舞台表現の伝承 他
卜A5判・278頁 /本体 4,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1711-3

祭りのしつらい 町家とまち並み
岩間香 。西岡陽子編/京極寛写真
祗園祭・天神祭をはじめ、城端 (富山県)や倉敷など各地の祭り飾りや
造り物などをとりあげ、町家とまち並みを飾る祭りの文化を紹介。カ
ラー60頁。【内容】座敷を飾る一神像・家宝・造り物/絵画に見る祭
りのしつらい/祭 りのしつらいと町家 ,町並み一大津 。日野・奈良井
/祭 りの住文化とまちづくリー城端・倉敷・村上 他
レB5判・224頁 /本体 2,200円 (税別)      ISBN牛 7842¬ 360-3

黄金のとき 桃山絵画
京都国立博物館編
信長・秀吉と狩野永徳に象徴される桃山時代の絵画を狩野派とそれを
めぐる作家たちの作品を中心に構成する。大画面―襖・屏風・大絵馬
・杉戸絵―を主として基本作品全100点 を全 8章に分けてオールカラ
ーで収録。各章ごとにテーマ解説を掲げ、適宜部分拡大図を収めた。
レB4判・400頁 /本体 40.000円 (税別)     ISBN牛 7842¬ 04牛 X

近代数寄者のネット
みぁ多を愛した実業家たち

高橋義雄・根津嘉一郎 。小林一三…・。彼ら近代実業家と茶の湯に関
わる単なるエピツー ドの紹介ではなく、従来顧みられなかった茶会記
録である『茶会記』のデータ分析を通して政界・官界 '実業界を横断
するネットワークを粘出するものである。
レA5判 ,308頁/本体 4,000円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1603¬

※室町時代庭園史
外山英策箸
昭和9年に刊行された本書は、まだ未熟であった庭園史という領域に
おいて傑出し、殊にその文献史料の豊富さ、古文書解読のみごとさで
は多くの歴史家の間で評判をとつた名著である。室町時代の庭園約15
0について、豊富な文献を基に論じる。
レB5判・792頁/本体 12,000円 (税別)     ISBN牛 7842-0230-7

近世の禁裏と都市空間
岸泰子著
禁裏が関係する信仰や儀ネしの場 。空間の特性に注目し、近世京都の特
性を中世・近代への展開も視野に入れて明らかにする。さらに、都市
・建築史的観点から近世の天皇・王権のありかたにも注目し、天皇が
表出する場の特性や天皇と民衆の関係性などにも言及する。
レA5判・320頁/本体 61400円 (税別)    ISBN978-4-7842-1740-3

近世京都の町・町家・町家大工
日向進箸
近世における京都町家の形成と展開の過程を事例として、町家が住居
形態として一定の類型を保持し、存続してきた背景としての建築的、
技術的、社会的、都市的な要因の解明を試みることを目的としたもの
である。

ISBN978-4-7842-1417-4  レA5判・340頁/本体7,800円 (税別)

一爪
建部恭宣箸
江戸時代から明治・大正にかけての京 。近江・丹後における大工の活
動状況を明かした労作。寺院造営における大工の仕事、就労状況、町
大工の構成と作事棟梁制度の変遷、幕末の藩士住居の図面と用材など、
史料の精査に基づいて大工活動の実態と近代化への歩みを考察する。
レA5判・270頁/本体 51500円 (税別)      ISBN牛 7842-1282-5

風俗絵画の文化学Ⅱ 虚実をうつす機知
松本郁代 。出光佐干子・彬子女王編
美術史・歴史学 。文学 。文化人類学等を専門とする研究者が、それぞ
れの専門性を生かした風俗絵画分析を進め、粘り強く議論を繰り返し
て生まれた学際的文化研究。絵画の制作に関わつた人々の複雑に絡み
合う視線の交錯を文化的に考察し、そこにあらわれた「機知」―虚実
を往来する機微や感性の「かたち」―を明らかにしていく15篇。
レA5判・450頁/本体 7,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1615-4

室町水墨画と五山文学
城市真理子著
室町時代中期の画僧である「岳翁」と東福寺僧了庵桂悟の関係を手がか
りに、詩画軸制作のありようを探り、雪舟と関連づけることで、周文
の実像に迫ることを試みる。さらに禅僧の文人的営為を反映するもの
として、周文筆と伝えられる詩画軸や煎茶図様の水塁画について考察。
レA5判・336頁/本体 6,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1607-9

百人一首万華鏡
白幡洋三郎編
和歌・文芸の領域はもちろん、日本人の生活全般にわたって深い関わ
りをもつ百人一首を、歌の解釈はもとより、歴史、選び方、カルタ、
翻訳など、さまざまな角度から紹介し、その文明的広がりをさぐる。
それぞれのテーマにそった版本、各種カルタ、翻訳本など、カラーロ
絵 (16頁 )収録。
レB5判・196頁 /本体 2,400円 (税別)      ISBN牛 7842-1223-X

野村得庵の文化遺産
野村美術館学云部編
野村證券をはじめとする野村グループの創始者・得庵野村徳七の文化
活動に焦点を当て、各分野の第一人者が論文集の形でまとめる伝記。
1951年発行の『野村得庵』全二巻以降新たに発見された史料や最新の

研究動向をふまえ、新たな得庵像を提示する。図版多数。
レA5判・506頁/本体 3,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1701-4

・近江・丹後大工の仕事 近世から近代ヘ

ISBN4-7842-0984-0

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載した広報誌
電話・fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の

鴨東通信』を年 4回無料でお送 りしています。
は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


